
考えて行動するということ 

修学旅行の記録 Part2 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

 先日、式服登校の日がありました。久しぶりの式服登校だった上に、肌寒くなってきた日だったので、

式服の正しい着こなしができていない人が目立ちました。「カーディガンだけでは過ごしてはいけない

よ。ブレザーを着よう。」「ワイシャツの上にパーカーはダメだよ。」などと指摘をすると、「初めて聞い

た。」と言う生徒がいました。１年生の時から言っているから、そんなはずはないけどなと思いつつも、

言われれば素直に直す生徒達を見ていました。そこでふと、これで良いのか？と思いました。「言わ

れればできる＝言われなければできない」ということでは、３年生にもなって悲しいと感じま

した。「式服で登校しましょう。」ということは、「きちんとした格好で過ごしましょう。」ということです。

そこを自分で考えられれば、式服の上にパーカーを着ることはないはずです。学校のきまりに「式服の

上にパーカー禁止」とはありません。でも、式服の時に着る防寒具として何が適切かは分かるはずで

す。式服の件だけでなくても、全てを言われなくても先を考えて行動したり、より適切な方

を選択したりすることができて欲しいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区立石神井西中学校 

令和 4年 10月 14日（金） 

第 21号 

学年目標 

居心地の良いクラス・学年をつくる 

 

２日目 
阿部先生によるマツケンサンバのモーニングコールで目を覚まし、朝食と準備を済ませ
て今日はホテルから班行動開始。貴重品と緊急用のスマホを受け取り、班ごとの目的地
へ出発しました。天気は快晴。歩いていると汗ばむ陽気でした。金閣寺・清水寺では中
間チェックを済ませ、カメラマンに班写真を撮ってもらいました。予定より遅れそうな
時やトラブルがあった時には班長が本部にしっかり連絡をしてくれました。夕方 17:00
までには全ての班が無事にホテルに戻ってきました。夕食はすき焼きです。たくさん歩
いてお腹も空いていたので、しっかり食べて栄養補給をしました。夕食後は加飾体験で
す。事前に用意した下絵を希望の小物に写し出し、色を付けました。小さい筆で慎重に
作業を進めるみなさんの姿が印象的でした。完成した物は後日学校で配布します。２日
目は入浴時間にも余裕があったので、自由時間を満喫したようでした。トランプなどの
カードゲームで楽しんだり、廊下で写真を撮ったり、テレビを見たり、思い思いに過ご
していました。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 

（月） 

生徒会朝礼 ４時間授業 

⑤⑥カット ３Ｄは研究授業 

１8 

（火） 

６時間授業 

14:30～進路説明会 

１9 

（水） 

５時間授業 

⑤道徳 

20 

（木） 

式服登校 ６時間授業 

⑥がん予防教室 

21 

（金） 

式服登校 ６時間授業 

⑥受験用写真撮影 

来週の予定 

３日目 
最終日の朝は千葉先生によるモーニングコールで目覚めました。ラジオ体操第一のピ
アノ演奏が３分近く流れました。千葉先生の日頃の練習の成果に拍手が起こった部屋
もあったそうです。最終日はタクシー行動です。家に送る荷物をトラックに積み込ん
でからタクシー出発です。事前に決めた見学地を運転手さんが効率よく回って連れて
行ってくれます。快適な旅だったことでしょう。約束の時間に京都駅に集合し、帰り
の新幹線に乗り込みます。疲れてみんな寝るのかなと思っていたら、お土産に買った
サングラス（？）をかけてみんなに見せたり、カードゲームをしたり、最後まで元気
いっぱいでした。軽食にメロンパンを食べて、東京駅に到着しました。最後は吉祥寺
まで班行動し、はな子像の前で最終チェックを受けて解散です。お疲れ様でした。 

修学旅行のマルエピソード 
 帰りの京都駅の新幹線のホームに、ホテル本能寺の支配人がお見送りに来てくれまし
た。そこで、校長先生に「生徒さんの部屋が驚くほど綺麗になっていて、なんだか申し訳
ないです。」と言ったそうです。確かに、部屋を出るときにチェックしたところ、多くの
班が部屋をとても綺麗にしていました。流しの水滴を一滴残らず拭いてくれた人もいまし
た。大人になってホテルや旅館を使う時は、そこまでしなくても良いのだよと内心思いつ
つ、修学旅行ではそんなみんなの行動が素敵だなと思っていました。「ホテル本能寺を是
非来年も使ってください。」と言ってもらいました。きっと来年の３年生も素敵なおもて
なしをしてもらえるでしょう。みんなのお陰です。ありがとう。 
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私
は
、
今
回
の
修
学
旅
行
が
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
な
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
思
い
出
の

中
で
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
、
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
京
都
の
歴
史
的
な
建
造
物
や
文
化
、
街
並
み
に
つ
い
て
で
す
。
京
都
は
東
京
と
は

違
い
、
コ
ン
ビ
ニ
の
看
板
の
色
が
茶
色
だ
っ
た
り
、
見
た
こ
と
の
な
い
色
で
し
た
。
ま
た
、
お
寺

な
ど
で
は
火
災
な
ど
が
あ
っ
て
も
何
百
年
も
の
間
、
残
り
続
け
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
が
乗
る
電
車
の
ホ
ー
ム
が
わ
か
ら
ず
に
い
る
と
、
地
元
の
方
が
自
ら
私

た
ち
に
行
き
方
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
東
京
で
は
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
京
都
で
は
こ
ん
な
自

然
に
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
普
段
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
驚

き
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
歴
史
的
建
造
物
が
何
百
年
も
残
っ
て
い
る
の
も
、
コ
ン
ビ
ニ
の
看

板
の
色
が
違
う
の
も
、
京
都
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
守
り
続
け
て
き
た
文
化
な
の
だ
と
、
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

 
二
つ
目
は
、
仲
間
と
共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
で
す
。
大
人
が
常
に
私
た
ち
に
手
取

り
足
取
り
教
え
て
く
れ
な
い
状
況
で
、
電
車
や
バ
ス
も
自
分
た
ち
で
全
部
調
べ
な
い
と
い
け
な
く

て
、
色
々
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
け
ど
、
思
い
返
せ
ば
そ
れ
も
い
い
思
い
出
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
元
々
、
班
員
の
人
は
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
人
た
ち
が
多
か
っ
た
け
ど
、
行
動
を
共
に
す
る

う
ち
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
行
動
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
き
た
り
と
み
ん
な
が
仲
良
く
な
れ
た
気
が

し
ま
す
。 

 

私
は
、
修
学
旅
行
に
行
く
ま
で
、
中
止
に
な
っ
た
り
す
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
無
事
に
行
け
て
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

１８日（火）進路説明会の案内は本日配布
しました。参加確認フォームよろしくお願
いします。 
２０日（木）がん予防教室 保護者の参加
は自由です。 
よろしくお願いします。 


